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　我々が今生きている時代は、急速な変化に満ちあふれています。

以前は、普及に10年かかったものが、インターネットやSNSの発展

により、今は1週間程度で同じレベルに到達されます。このような

時代の急速な変化に対し、社会も、人も、それに応じた変化を余儀

なくされます。しかし、この変化に追いつけることもあれば、追いつけず

に歪みが生じることもあります。フェイクニュースや詐欺といった

話題が席巻し、「信じる」という心の機能が時代の流れに追いつけなく

なっているのは、その典型的な例といえます。また、SNSやAIの

発展のように、急速な変化が見えやすいものもある一方で、生物の

進化や地球温暖化のように、緩徐な変化のために気づきにくいもの

もあります。我々は、こうした変化の時間スケールが異なるさまざま

な事象に囲まれて生活しています。そして、生物も社会も、見えやす

く、気づきやすい変化に影響を受けるだけではなく、見えにくく、

気づきにくい変化の影響も受けています。このような世の中で我々に

求められるのは、変化を見極める能力と、それに対応する柔軟な

思考力、そして、その問題に立ち向かい、それを突破するスキルです。

　大学院で学んでいる皆さん、あるいは大学院に進学しようとして

いる皆さん、大学院では何を学び、何を身につけることができるので

しょうか。「自分が関心のある領域に関する理解を深める」、「研究に

必要とされる調査や実験の手法などを身につける」といった回答が

多くを占めるのではないかと想像します。しかし、これらは大学院に

入学しなくてもできることではないでしょうか。自らでインターネットを

利用し、図書館に通い、公開講座などに出かけることでも、ある程度

までは達成できるはずです。大学院で学ぶべきことは、実践的な

経験を通して解決すべき研究課題を明確化し、それを解決するため

の最善の方法を探し当てるスキルを身につけることです。

　我々、社会学研究科は、社会学専攻、心理学専攻、教育学専攻

から成り立っており、多数の学部や研究所に所属する、幅広い専

門分野のエキスパートの先生が揃っています。皆さんが関心を寄

せる分野について、豊かな経験やスキルを持つプロフェッショナル

から、幅広い知識を身につけることができるはずです。しかし、忘れて

はならないのは、研究の主体は皆さん自身であるということです。

修士課程の2年、博士課程の3年は、決して長いものではありませ

ん。限られた時間を無駄にせず、積極的、自発的に動いてください。

修士論文や博士論文の内容は、唯一無二のものでなければなりま

せん。既存の研究と少しだけ違うものでも、この条件は満たすことには

なりますが、もっとオリジナルな発想に基づいたものを目指してくだ

さい。これまでに既に実施された関連研究をしっかり調べ、まずは

解決すべき問題が何なのかを考えてみてください。皆さんの指導

教授になる方は、その問題に立ち向かうための指針を提供してくれる

はずです。そして、それを解決するための手段について、とことん考えて

みてください。そうしたら、自分ができることの限界が見えてくる

はずです。おそらく、それが大学院レベルの研究のスタート地点です。

　スタート地点に立つことができた皆さんが、次に立ち向かうべきは、

その限界の突破です。限界が見えてきたということは、逆の言い方を

すると、「本当はこれをやればいい」ということがわかっている状態と

いえるかもしれません。「現実的に考えてこの検証は不可能」という

限界かもしれません。しかし、「本当はこうすればできる」という可能

性の道筋が見えている場合も多いはずです。ここで、自らに課して

しまっている制約を取り払うことが必要です。それは「自分にはこれ

はできない」という方法論的な制約かもしれませんし、「面倒くさい」

という心理的な制約かもしれません。場合によっては、「研究費が

足りない」という経済的な制約かもしれません。制約を取り払うことは、

研究の「ブレークスルー」を引き起こす最も重要な要件です。ひとつ

でもよいので、この制約を取り払う気持ちを持ってください。その気

概があれば、研究費を取得するなどの手段で、経済的制約すらも乗

り越えられるはずです。そして、是非、限界を突破してください。

　こうした一連の活動を支える環境として求められる条件は、「研究を

学際的に展開できる環境が整備されていること」と「他分野の人と

交流ができること」です。慶應義塾は、他学部との研究連携も非常に

盛んであり、他の分野の専門家とのコミュニケーションができる

優れた環境を提供しています。また、社会学研究科にも多様な国籍

の大学院生が所属しています。国外の大学との間で、学術交流

協定やダブルディグリー協定も締結しています。また、教育学専攻の

修士課程には、現職教員枠も設定されており、研究と教育現場との

連携の機会も設けられています。こうした環境に身を置くことで、

是非自らに磨きをかけてください。

　「共に学び、共に超える」、そんな

仲間との出会いを心待ちにしています。

「変化を見極め、限界を突破する！」

研究科委員長からのメッセージ
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 論理構成力に秀でた人材を、
 研究の世界へ、社会実践の場へ

　社会学研究科は、本塾建学の精神に則り、社会学、心理学、教育学分野に関する深い＜専門性＞と広い＜学際性＞を備えた学識を

授け、＜国際化＞する社会に向けて、高い見識を持って第一線で活躍する研究者・教育者および高度の専門性を備えた職業人を育成する

ことを目的とします。専門性、学際性、国際性は本研究科の特性でもあります。

　その上で修士課程は、社会学、心理学、教育学分野において研究活動を行ううえで必要な基礎的な研究能力および高度の専門性が求め

られる職業を担うために必要な能力を養うことを目的とします。

　後期博士課程は、社会学、心理学、教育学分野について、研究者として自立して研究活動を行い、その他の高度に専門的な業務に従事

するために必要な卓越した研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とします。

　社会学専攻は、人間行動・社会・文化に関する深い専門性と広い学際性を備えた学識を授け、高い見識を持って第一線で活躍する研究

者および高度の専門性を備えた職業人を育成することを目的とします。

　心理学専攻は、厳密な実証科学としての心理学を知識と技法の両側面から習得し、高い見識を持った自立した研究者を育成すること、

および高度に専門的な業務に従事する職業人を育成することを目的とします。

　教育学専攻は、教育という関心と視座から広く人間形成に関わる営みを理論的、歴史的および実証的・実験的な方法によって探究する

研究者・高度専門職業人を育成することを目的とします。

目的および養成する人材像

　本研究科の目的を達成するため、個々の教員に求められる能力として専門性、学際性、国際性を欠くことはできません。狭義の学問世界

に内閉することなく、社会に開かれたオープンマインドをもちつつ、学生に向けては、その潜在力を汲み出し、半学半教という慶應義塾の

文化の中で協働作業を促し、世界への先導的な貢献をなしうる力を醸成する能力が必要でしょう。

教員に求める能力

　本研究科の目的に沿って、３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、アドミッション・ポリシー）を、各課程（修士課程、後期博士課程）、各専攻

（社会学、心理学、教育学）別に定めています。

3つのポリシー

本研究科の目的および３つのポリシー　
DP（Diploma Policy）、CP（Curriculum Policy）、AP（Admission Policy）

目的・養成すべき人材像　　専門性・学際性・国際性
個別の目的設定（各課程、各専攻別に規定）

修士課程 後期博士課程

社会学専攻 ・DP　・CP　・AP ・DP　・CP　・AP

心理学専攻 ・DP　・CP　・AP ・DP　・CP　・AP

教育学専攻 ・DP　・CP　・AP ・DP　・CP　・AP

　社会学研究科では、FD（ファカルティ・ディベロップメント）活動の一環として研究科教員を対象とした講演会を企画し、教育能力を高める
取り組みを行っています。
　2020年度は動画での配信とし全研究科に広く公開しています。

研究科におけるFD活動

年度 テーマ 講師、司会（敬称略、所属・職位は開催当時）

2017 塾生の海外留学の現状について 学生部事務次長　隅田英子
学生部課長（国際担当）　上田千尋

2018 若手研究者育成支援への組織的取り組み
―「ポストドクター」問題を考える 日本大学文理学部教授　北野秋男

2019 多様な背景を持つ学生と出会うために 協生環境推進室コーディネーター・学生相談室（三田）カウンセラー 大岡真希子
協生環境推進室　黒田絵里香

2020 協生する場としての慶應義塾 講師：慶應義塾大学協生環境推進室室長　岩波敦子
司会：社会学研究科委員長　岡原正幸

2022 慶應義塾大学における
教学マネジメント推進と大学院 常任理事・社会学研究科委員　松浦良充

詳細は、社会学研究科
公式サイトをご覧下さい。

（https://www.hr.keio.ac. jp/）
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修士課程
カリキュラム・ポリシー

■教育課程編成・実施の方針
　学位授与方針に基づく習得しておくべき専攻別学習成果とカリキュラム

1.カリキュラムの基盤として少人数演習科目、授業使用言語の多様性

2.修士論文指導は指導教員が中心になって実施されるが、副指導教員の委嘱も可能

3.海外研究機関との交流、留学の推奨

4.海外副指導教授や特別招聘教授による指導機会の設定

5.他研究科の授業履修、他大学院との単位互換

6.留学生へのサポート科目設置

7.英語論文作成サポート科目設置

8.修士論文審査では、主査１名、副査２名以上による論文審査、口頭試問、研究科委員会での承認を要する

9.社会学研究科FD委員会による定期的なサポート

全専攻に共通するカリキュラム編成方針

　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科社会学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

社会学専攻

　社会学専攻は社会学分野、文化人類学・民俗学分野、コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究分野、社会心理学分野の4分野から
成っています。
　社会学分野では、社会学史・社会調査論を基礎科目として、理論社会学・家族社会学・都市社会学・地域社会学・文化社会学・社会階層・社会
移動・国際社会学・宗教社会学・医療社会学・社会史など、より個別的・専門的テーマに関わる講義科目・演習科目および量的・質的調査の
実習科目が設置されています。また、社会学の基礎理論や方法論をブラッシュアップするための科目や、留学生が母国語で社会学を学ぶ科目も
設置します。
　文化人類学・民俗学分野では、学説史、方法論、調査法、特定の研究課題、地域研究など、基礎から応用まで幅広い分野を総合的に把握する
ための講義科目・演習科目が設置されています。文化人類学・民俗学では、質的調査による一次データを重視するためフィールドワークを組み
込み、各自の研究主題について、実証的なデータと理論的考察を結び付けて考察を進めています。
　コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究分野では、種々のコミュニケーション過程や現象についての研究・教育を行っています。
より具体的には、メディア利用行動、情報行動、マス・コミュニケーション理論、ニュースの生産過程とジャーナリズム、メディア政策、メディア
産業に関わる講義科目・演習科目が設置されています。
　社会心理学分野では、社会心理学の諸領域に関わる研究・教育を行っています。より具体的には、対人行動、対人的影響、ゲーミング、集団行動、
キャリア発達、調査法など、社会心理学および産業・組織心理学の諸問題に関わる講義科目・演習科目が設置されています。
　いずれの分野でも社会学研究科委員を中心として講義・演習を行っていますが、最新のトピックや関連領域の学問の現在については国内外の
著名な研究者を毎年非常勤講師、特別招聘教授として数名招くことで、国際的にも高いレベルと評価される専門的知識の伝達に力を注いで
います。
　４分野の境界を超える学際的な研究を促すように、科目履修の自由度は高くしています。

カリキュラムの設定

ディプロマ・ポリシー

■学位授与の方針
　本研究科では、課程修了時に学生が身につけるべき能力として以下のものを定め、学則に従って修了要件を満たした学生について、その

能力を身につけた者と認め、修士の学位を授与します。

1.専門性、学際性、国際性の習得

2.学位論文の執筆

3.研究者、教育者、職業人としての社会への貢献

各専攻の学位授与方針
■社会学専攻

　修士号を取得するに当たっては、1）社会学に関する専門的知識の獲得、2）質的・量的社会調査に関する調査・分析能力の獲得、3）学際的に
周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力の獲得、4）将来にわたって社会的、国際的に貢献できる資質の獲得、が必要です。

■心理学専攻

　修士号を取得するに当たっては、1）心理学に関する基礎的かつ包括的な知識と高度な専門的知識の獲得、2）心理学に関する実験的応
用的研究の主体的な遂行を可能とする専門的技法の獲得、3）学際的に周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力の獲得、4）将来
にわたって社会的、国際的に貢献できる資質の獲得、が必要です。

■教育学専攻

　修士号を取得するに当たっては、１）教育学に関する高度な専門的知識の獲得、２）教育学に関する理論的、実証的研究の実施を可能とす
る専門的技法の獲得、３）学際的に周辺領域へと接続可能な教育学に関する幅広い知識の運用能力の獲得、４）将来にわたって社会的、国際
的に活躍できる資質の獲得、が必要です。

　学位論文の執筆指導・審査に当たっては、本研究科各専攻の目的に沿いつつ、以下の基準が適用されます。

修士学位論文
1. 問題意識の明確性：研究を進めるに当たっての問題意識が明確か

2. 研究課題設定の適切性：研究課題が、当該領域における状況を踏まえて適切に設定されているか

3. 先行研究の参照：先行研究を適切に整理し、研究課題と関連づけているか

4. 研究方法の妥当性：研究方法が研究課題に照らして妥当であり、分析方法が適切に用いられているか

5. 論文の論理的一貫性：論文が論理性かつ一貫性を持って記述されているか

6. 研究成果の有意義性：研究が新たな知見をもたらしているか

7. 研究の展開可能性：さらなる研究につながる可能性を示しているか

8. 表現・表記・形式の適切性：学術論文として適切な表現・引用・文献挙示等が行われているか

9. 研究倫理が配慮されているか

5 6



　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科心理学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

心理学専攻

　講義科目として「心理学特論」「神経科学特論」を設け、社会学研究科委員を中心として講義を行っており、最新のトピックや関連領域の学問の
現在については国内外の著名な研究者を毎年非常勤講師、特別招聘教授として数名招くことで、国際的にも高いレベルと評価される専門的
知識の伝達に力を注いでいます。
　また、中軸科目である学習心理学、知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生理・神経心理学については、毎年、関連する演習を開講し、関連
する専門的論文を読みこなすと同時に、実験的応用的技法を学習します。同様に「心理学特殊実験」では、実験演習科目を受講している学部生に
対して教員と共に実験指導を行い、その実践を通して基礎知識の再点検を行うと共に、ある種の「教育実習」としての機能を持たせるよう工夫して
います。「発達科学特論」「応用心理学研究」「発達臨床支援実習」は、主に周辺領域へと接続可能な幅広い知識や社会的に貢献できる資質の
獲得を目指したものですが、一部は応用的技法の学習とも重なっています。また、社会学研究科の特徴としての学際性から、他専攻設置の科目も
周辺領域の知識獲得に大いに寄与しています。
　心理学専攻各課程に所属する学生は、指導教員と相談の上で、自分の専門分野以外の関連科目を履修することが常態となっており、演習も
含めた各科目では、実験心理学の異なる領域で修士号を取得しようとする学生が共に学び、議論するような環境となっています。

カリキュラムの設定

　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科教育学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

教育学専攻

　教育学専攻は、教育哲学、教育史、教育心理学、比較教育学、学校教育学の5分野から成っていますが、教育という視座から人間形成を研究する
という共通性があることから、どの分野を中心に研究をするのであっても、修士課程に在籍する学生は各分野のディシプリンに基づいて領域横断的に
現代の教育問題を検討する「現代教育問題研究」を履修することが推奨されています。この科目は、教育と人間形成への関心を共有する様々な教育
研究領域の学生が議論を交わし、教育問題にアプローチする幅広い視野を獲得することを目指しています。
　教育哲学分野では、教育哲学及びドイツ教育思想史に関する講義・演習科目が設置されています。講義科目では教育哲学研究の動向に関する
幅広い知識の獲得が、演習科目では、文献解釈の専門的技法の指導、教育哲学的・教育思想史的な課題設定、研究計画の立案、論文執筆に関する
議論と指導を行います。
　教育史分野では、日本教育史及びフランスの教育を歴史的・思想史的に研究する講義・演習科目が設置されています。講義科目では教育史
研究の方法論、研究動向に関する幅広い知識の獲得を目指し、演習科目では教育史・教育思想史研究の課題設定、研究計画の立案と遂行、論文
執筆に関する議論と指導を行います。
　教育心理学分野は、教育心理学に関する講義・演習科目が設置され、教育という文脈に関連する認知や感情、パーソナリティ等の発達や個人差など、
内容は多岐にわたります。なお、演習科目は、複数の専任教員が共同で担当しており、その授業は教育心理学分野の実質的な共通科目になっています。
　比較教育学分野は、学校教育に関する問題はもとより、広く教育に関わる諸問題をグローバルな視座から研究するための講義・演習科目を設置
しています。また、修士論文を完成させる過程で学んだ研究成果を、国内外の教育現場や社会に還元できるようになることも目指しています。
　学校教育学分野は、演習科目と研究法を学ぶ科目があります。演習科目においては、学校教育現場における諸課題に対し、理論と実践の関係に
内在する問いとして再解釈したり、実践的な文脈にのせて解決を試みたり、歴史的な挑戦に学びながら読み解いたりといった多様な手法を用いて
アプローチしていきます。研究法科目では、上記のさまざまな手法について批判的にとらえ、広く他領域の方法論にも学びながら、学校教育を対象化
して、解き明かしたい課題に対する的確な研究方法とは何かを追究していきます。
 　いずれの分野でも社会学研究科委員を中心として講義・演習を行っていますが、国内外の著名な研究者が非常勤講師、特別招聘教授として
毎年、授業を担当しています。

カリキュラムの設定

アドミッション・ポリシー

入学者受入れ方針
　修士課程は、社会学、心理学、教育学分野において研究活動を行ううえで必要な基礎的な研究能力および高度の専門性が求められ

る職業を担うために必要な能力を養うことを目的とします。そのため、学部組織にとらわれない学際性を特色とする独立大学院として、

塾内各学部卒業生はもとより、広く国内外にある他大学の卒業生を受け入れています。学部時代の専門分野は問いません。しっかりと

した問題意識を持ち、研究科での学習についていけ、研究を行うことのできる充分な基礎専門学力があれば入学を認めます。また、外国

人留学生については日本語チューターによるきめ細かなサポートをはじめ、丁寧なフォローアップ指導体制を採っています。社会学専攻

では留学生にとって先輩ともなる外国人教員による母国語での授業も新たに設置し、外国での大学院生活の不安を軽減します。さらに、

教育学専攻では、現職教員枠の入試を実施しています。これは、現職の教員の方を対象とする専門的職業人のリカレント教育を目的と

していて、入学選考の方法も一般入試とは異なる入試を実施しています。

学位授与の方針
　本研究科では、課程修了時に学生が身につけるべき能力として以下のものを定め、学則に従って修了要件を満たし、博士論文審査に

合格した学生について、その能力を身につけた者と認め、博士の学位を授与します。

1.専門性、学際性、国際性の習得と展開

2.学位論文の執筆

3.研究者、教育者、職業人としての社会への卓越した貢献

後期博士課程
ディプロマ・ポリシー

各専攻の学位授与方針
■社会学専攻

　博士号を取得するに当たっては、1）社会学に関する高度な専門的知識の獲得、および新たな知見を生み出し、公表すること、2）質的・量的社会調
査に関する高度な調査・分析能力を獲得し、自立して研究を行えるようにすること、3）学際的に周辺領域へと接続可能な幅広い知識の高度な運用能
力を獲得し、研究コミュニティで連携をとれるようにすること、4）将来にわたって社会的、国際的に貢献できる高度な資質を獲得し、実践的にそれを
活用できるようにすること、5）後進の研究者・高度職業専門人の育成・指導を行うための高度かつ専門的な資質の獲得、が必要です。

■心理学専攻

　博士号を取得するに当たっては、1）心理学に関する非常に高度で実践的な専門的知識の獲得、2）心理学に関する実験的応用的研究の実施を
可能とする高度な専門的技法の獲得、3）学際的に周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力、柔軟な発想力、独創性の獲得、4）将来にわたっ
て社会的、国際的に貢献できる高度な専門性や汎用能力の獲得、5）自立した研究者として高度な学術研究を行うための課題設定・研究計画立案・
研究遂行能力の獲得、6）後進の研究者・高度職業専門人の育成・指導を行うための高度かつ専門的な資質の獲得、が必要です。

■教育学専攻

　博士号を取得するに当たっては、1）教育学に関するより高度な専門的知識の獲得、及び新たな知見を生み出し、公表すること、2）教育学に関する
理論的、実証的研究の実施を可能とする高度な専門的技法を獲得し、自立して研究を行えるようにすること、3）学際的に周辺領域へと接続可能な
教育学に関する幅広い知識の運用能力、柔軟な発想力、及び独創性を獲得し、研究コミュニティで連携を取れるようにすること、4）将来にわたって
社会的、国際的に活躍できる高度な専門性や汎用能力を獲得し、実践的にそれを活用できるようにすること、5）自立した研究者として研究活動を
遂行するための研究計画の立案・実行に関する高度かつ専門的な能力の獲得、6）後進の研究者・高度職業専門人の育成・指導を行うための高度
かつ専門的な資質の獲得、が必要です。

　学位論文の執筆指導・審査に当たっては、本研究科各専攻の目的に沿いつつ、以下の基準が適用されます。

博士学位論文
1. 問題意識の明確性：研究を進めるに当たっての問題意識が明確か

2. 研究課題設定の適切性：研究課題が、当該領域における状況を踏まえて適切に設定されているか

3. 先行研究の参照：先行研究を適切に整理し、研究課題と関連づけているか

4. 研究方法の妥当性：研究方法が研究課題に照らして妥当であり、分析方法が適切に用いられているか

5. 論文の論理的一貫性：論文が体系的に構成されており、論理性かつ一貫性を持って記述されているか

6. 研究成果の有意義性：研究が当該領域の研究を進歩させる上での卓越した新たな知見をもたらしているか

7. 研究の展開可能性：さらなる先導的かつ社会貢献的な研究につながる可能性を示しているか

8. 表現・表記・形式の適切性：学術論文として適切な表現・引用・文献挙示等が行われているか

9. 研究倫理が配慮されているか
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カリキュラム・ポリシー

■教育課程編成・実施の方針
　学位授与方針に基づく習得しておくべき専攻別学習成果とカリキュラム

1.（正・副）指導教員が担当する少人数演習科目と博士論文指導

2.論文執筆、学会報告等の指導を正・副指導教員を中心に実施

3.国内外専門雑誌論文投稿、国内外専門学会報告にむけた指導や外国語執筆支援

4.海外研究機関との交流、留学の推奨、ダブルディグリー制度

5.海外副指導教授や特別招聘教授による指導機会の設定

6.他研究科の授業履修

7.英語論文作成サポート科目設置

8.博士論文審査では、審査委員会による論文審査、研究科委員会での審議を経て合否を決定

9.社会学研究科FD委員会による定期的なサポート

全専攻に共通するカリキュラム編成方針

　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科社会学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

社会学専攻

　社会学専攻は社会学分野、文化人類学・民俗学分野、コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究分野、社会心理学分野の4分野から
成っています。修士課程と同じく広範な主題と問題意識による展開が可能となるように科目を設置しています。どの分野でも、実証的な研究の素材
となるインタビュー調査、フィールドワーク、内容分析、言説分析、質問紙調査、実験などが各教員の研究室単位で実行され、授業を通じてデータの
解析や解釈、表現ツールの開発がなされます。
　また社会学のテーマが多様であり、個々の学生の個別の関心分野も多種多様でありえることから、それに応じて、必要な議論がなされるよう、研
究科委員の他にも、国内外から非常勤講師や特別招聘教授を招き、科目内容の充実をはかります。

カリキュラムの設定

　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科心理学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

心理学専攻

　講義科目として「心理学特殊研究」「神経科学特殊研究」を設け、社会学研究科委員を中心として講義を行っており、最新のトピックや関連領域の
学問の現在については国内外の著名な研究者を毎年非常勤講師、特別招聘教授として数名招くことで、国際的にも高いレベルと評価される専門的
知識の伝達に力を注いでいます。
　また、中軸科目である学習心理学、知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生理・神経心理学については、毎年、関連する特殊演習を開講し、
関連する専門的論文を読みこなすと同時に、実験的応用的技法を学習します。「発達科学特殊研究」「応用心理学研究」「発達臨床支援実習」は、
主に周辺領域へと接続可能な幅広い知識や社会的に貢献できる資質の獲得を目指したものですが、一部は応用的技法の学習とも重なっています。
また、社会学研究科の特徴としての学際性から、他専攻設置の科目も周辺領域の知識獲得に大いに寄与しています。
　心理学専攻博士課程に所属する学生は、指導教員と相談の上で、自分の専門分野以外の関連科目を履修することが常態となっており、演習も
含めた各科目では、実験心理学の異なる領域で博士号を取得しようとする学生が共に学び、議論するような環境となっています。

カリキュラムの設定

　学位授与方針に見合う学習成果を達成するために、本研究科教育学専攻の目的に沿って以下のようなカリキュラムを設定します。

教育学専攻

　教育学専攻は、教育哲学、教育史、教育心理学、比較教育学、学校教育学の5 分野から成っていますが、教育という視座から人間形成を研究
するという共通性があることから、どの分野を中心に研究をするのであっても、後期博士課程に在籍する学生は、各分野のディシプリンに基づいて
領域横断的に現代の教育問題を検討する「現代教育問題研究特殊」を履修することが推奨されています。この科目は、教育と人間形成への関心を
共有する様々な教育研究領域の学生が議論を交わし、教育問題にアプローチする幅広い視野を獲得することを目指しています。
　教育哲学分野では、教育哲学及びドイツ教育思想史に関する講義・演習科目が設置されています。講義科目では教育哲学研究の動向に関する
幅広い知識の獲得が、演習科目では、文献解釈の専門的技法の指導、教育哲学的・教育思想史的な課題設定、研究計画の立案、論文執筆に関する
議論と指導を行います。
　教育史分野では、日本教育史及びフランスの教育を歴史的・思想史的に研究する講義・演習科目が設置されています。講義科目では教育史
研究の方法論、研究動向に関する幅広い知識の獲得を目指し、演習科目では教育史・教育思想史研究の課題設定、研究計画の立案と遂行、論文
執筆に関する議論と指導を行います。
　教育心理学分野は、教育心理学に関する講義・演習科目が設置され、教育という文脈に関連する認知や感情、パーソナリティ等の発達や個人差
など、内容は多岐にわたります。なお、演習科目は、複数の専任教員が共同で担当しており、その授業は教育心理学分野の実質的な共通科目になって
います。
　比較教育学分野は、学校教育に関する問題はもとより、広く教育にかかわる諸問題をグローバルな視点から研究するための比較教育学の方法や
教育改革の比較研究などを内容とした講義・演習科目を設置しています。また学界において研究成果を公表するだけでなく、学術的な成果を国内
外の学校や社会に生かすための研究活動も行えるようになることを目指しています。
　学校教育学分野では、演習科目と研究法を発展的に学ぶ科目があります。演習科目においては、学校教育現場における諸課題に対し、理論と
実践の関係に内在する問いとして再解釈したり、実践的な文脈にのせて解決を試みたり、歴史的な挑戦に学びながら読み解いたりといった多様な
手法を用いてアプローチしていきます。研究法科目では、上記のさまざまな手法について批判的にとらえ、広く他領域の方法論にも学びながら、
学校教育を対象化して、解き明かしたい課題に対する的確な研究方法とは何かを学校現場と時に協働しながら追究していきます。
　いずれの分野でも社会学研究科委員を中心として講義・演習を行っていますが、国内外の著名な研究者が非常勤講師、特別招聘教授として
毎年、授業を担当しています。
　こうしたカリキュラム・デザインを通して、学術的に高度であり、かつ視野の広い博士論文を執筆できる環境を設けています。

カリキュラムの設定

　3つの専攻にまたがった科目の設置を各専攻の学習指導担当者が相談し提案し、単一専攻内での複数の教員間、並びに専攻を越えた

教員間での学際的な共同研究を推進するためのプロジェクト科目が設置されていることも、大きな特徴となっています。この科目には修士課程、

後期博士課程を問わず、学生が参加します。

その他の横断的カリキュラムの設定

アドミッション・ポリシー

入学者受入れ方針
　博士課程は、社会学、心理学、教育学分野について、研究者として自立して研究活動を行い、その他の高度に専門的な業務に従事

するために必要な卓越した研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とします。そのため深い専門性と広い学際性を

備えた学識を培い、国際社会の中で、高い見識を持って第一線で活躍する研究者および高度の専門性を備えた職業人を育成することを

目指し、入学にあたっては幅広い分野の出身者を受け入れます。本研究科修士課程修了者のみならず塾内各研究科修士課程修了者、

そして国内外の大学院修士課程を修了した者について、修士論文の審査や口頭試問などを通じて、明確な研究意識と専門能力を

確認した上で入学を許可します。その際には、国際学会での活躍や国際社会での貢献への期待値も勘案します。
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　修士課程では、社会学特論・演習、社会学史特論・演習、統計学や量的・質的な社会調査に関する科目をはじめ、社会学研究の基礎的枠組み構成に

関連する科目、および個別的なテーマや領域を研究する科目が置かれています。後期博士課程ではこの個別的テーマや領域研究をさらに深めるための

授業科目が設置されています。具体的な研究テーマや領域には、社会学理論・社会学史研究などの理論・学説研究をはじめ、民族・エスニシティー、

都市・地域、社会史、国際社会、グローバリゼーション、家族、生活史、ライフストーリー研究、文化、階層、不平等、福祉、医療、消費者行動、合理的選択、

サブカルチャー、ジェンダー、科学論などがあります。個々の人間存在に関連する問題からグローバルな社会変動に関連する問題にまで、社会と人間に

関する多元的で多様な理論的、実証的研究が行われています。

社会学

　文化人類学は、修士課程では学説史、方法論、調査法、特定の研究課題、地域研究など、基礎から応用まで幅広い分野を総合的に把握する科目を

設置しています。研究主題は家族、親族、宗教、医療、政治、祭祀芸能、口頭伝承、民族、エスニシティー、移民、移動、植民地主義、観光、文化遺産、

アジア、ラテンアメリカをはじめとする地域研究、さらには多文化間精神医学など多岐にわたります。また、広義の日本研究を行う民俗学に関する科目

も設置しています。文化人類学と民俗学の両方を学ぶことで、異文化を理解し、日本と外国を比較する視点が養われるでしょう。後期博士課程で

は、各自の研究主題について、実証的なデータと理論的考察を結び付けて更に考察を深めていきます。文化人類学・民俗学では、質的調査による一次

データを重視するため、後期博士課程を中心にフィールドワークを組み込みます。各自の関心に基づき国内外で調査を行い、グローバル化により急

速に変化する文化と社会の実態について考察を進めます。

文化人類学・民俗学

　この分野では、修士課程および後期博士課程において、様々なコミュニケーション過程や現象に関する研究・教育を行っています。具体的には

メディア利用行動、広告、普及学、情報行動、情報社会論、マス・コミュニケーション、SNS、ニュースの生産過程とジャーナリズムなどの諸問題の

検討が展開されています。主にメディア・コミュニケーション研究所（旧慶應義塾大学新聞研究所）が主体になって究明してきた分野が主題に

なります。

コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究

　修士課程で扱う授業科目の研究テーマとして、対人コミュニケーション、対人的影響、対人葛藤、ゲーミング、環境配慮行動、リスクコミュニケー

ション、実験・調査法や社会心理学で用いる統計などを挙げることができます。社会心理学、メディア心理学から進化心理学まで幅広く、他者の

存在をキーワードにして個人、集団、社会における人間の行動やそのメカニズムを明らかにすることを目指しています。

　後期博士課程には、修士課程の研究をより発展させ、複数の研究を組織立てて博士論文研究につなげていくことが可能となるような授業科目

が設けられています。受講生は、主に質問紙調査や実験、面接調査によってデータを収集し、高度な統計的分析を用いる実証的な研究を行って

います。

社会心理学

　社会学専攻は社会学研究科では最も早く、1951（昭和26）年4月5日に開設されました。当時から学部を越えて幅広い調査研究を進めることを

考え、文学部・経済学部・法学部・商学部の関連教員を主体に学部とは独立した形でつくられました。こうした独立大学院の姿勢は現在に至るまで

貫かれ、また単に学部のみでなく教職課程センター、メディア・コミュニケーション研究所など本塾の各研究機関とも密接な関係を有し、研究科委員

にはこれらと兼任している者も少なくありません。研究科委員の専門分野を補うため、非常勤講師や国内外からの特別招聘講師による授業なども

豊富に準備されています。

　社会学専攻の基本的な授業科目構成として、修士課程では、個別的なテーマや領域を研究する特論（講義）科目と演習科目が置かれています。

後期博士課程では、この個別的テーマや領域研究をさらに深めるための高度な研究が可能となるように特殊研究（講義）と特殊演習が設置されて

います。それ以外に、下記の各専門領域で紹介しているような、特徴的な授業科目が開講されています

　また、社会学的研究のスキルをブラッシュアップするため基礎的理論や研究方法を学ぶ授業があるほか、国際的な研究活動を支援するために、

外国語論文の執筆サポート、国内外への学会や研究会に学生と教員が共同報告者として参加を促す授業もあります。1987年には、社会学専攻所

属の研究科委員を中心にして、慶應義塾大学に関わる社会学研究者の学会として「三田社会学会」が設立されました。学生の研究支援や研究発表

の場、さらには相互交流を学会活動のひとつとしており、若手研究者への総合的なサポートにもなっています。

社会学専攻 Sociology

　社会学研究科には3つの専攻があります。

　社会学専攻は、社会学だけでなく、文化人類学・民俗学、コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究、社会心理学など、多様な

分野を含んでいます。社会学領域だけを取り出しても、理論／歴史／階層／家族／都市／文化／グローバリゼーションなど、マクロ／

ミクロの両領域、あるいは質的／量的アプローチなど、広範な領域にわたっており、相補的、対抗的な諸方法が出会う場となっています。

　心理学専攻は、実験心理学の研究方法を基礎とした実証研究が中心となっています。厳密な実験と徹底的なデータ分析が可能な、実証

科学としての心理学を追究する大学院生の養成を目指しています。専任教員が専門とする領域は、基礎的な実験心理学から、学習心理学、

知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生理・神経心理学までを網羅しています。

　教育学専攻では、教育哲学、教育史、比較教育学、教育心理学、学校教育学の5つの領域にわたる高度な研究・教育の実現を目指して、

文学部教育学専攻と教職課程センターの専任教員によって研究科委員を構成しています。教育研究を狭く学校教育に限ることなく、広く

人間形成に関わる様々な営みを、方法的には理論的、歴史的あるいは実証的・実験的に研究することが目指されています。

　いずれの専攻も学部とは独立した研究教育を行うため、研究科委員の所属は文学部人間関係学系にとどまらず、経済学部、法学部、

教職課程センター、メディア・コミュニケーション研究所など本塾の各研究機関にわたっています。

概要と特色
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担当者 専門分野

法学部教授

澤井　敦
Atsushi Sawai

社会理論
社会学史
死と死別の社会学

法学部教授

塩原　良和
Yoshikazu Shiobara

国際社会学 
多文化主義・多文化共生と移民・外国人住民 
ナショナリズムと排外主義 
オーストラリア社会研究 

文学部教授

杉浦　淳吉
Junkichi Sugiura

社会心理学
シミュレーション＆ゲーミング
環境行動論
リスクコミュニケーション論

法学部教授

竹ノ下　弘久
Hirohisa Takenoshita

社会階層論
計量社会学
制度と不平等

経済学部教授

武山　政直
Masanao Takeyama

サービスデザイン
行動デザイン
マーケティング論 
経済地理 

文学部教授

近森　高明
Takaaki Chikamori

都市空間の社会学
技術社会史

文学部教授

常松　淳
Jun Tsunematsu

法社会学
科学社会学
社会学方法論

文学部教授

平石　界
Kai Hiraishi

心理学研究法
深層学習と心理学
進化心理学

文学部教授

藤野　陽平
Yohei Fujino

文化人類学
宗教研究
東アジア地域研究

文学部教授

森川　剛光
Takemitsu Morikawa

理論社会学
社会学史
知識社会学
文化社会学

世界社会論
法社会学・政治社会学

法学部教授

山腰　修三
Shuzo Yamakoshi

メディア研究
ジャーナリズム研究
マス・コミュニケション研究
政治社会学

教員紹介
担当者 専門分野

文学部教授

李　光鎬
Kwangho Lee

メディア・コミュニケーション研究
普及学
社会心理学

メディア・コミュニケーション研究所教授

李　津娥
Jinah Lee

広告研究
メディア心理学
社会心理学

文学部教授

稲葉　昭英
Akihide Inaba

家族社会学
計量社会学
社会統計学
社会福祉学

法学部教授

大久保　教宏
Norihiro Okubo

宗教学
宗教史学
宗教社会学
ラテンアメリカ研究

経済学部教授

太田　淳
Atsushi Ota

インドネシア社会経済史・環境史
東南アジア地域研究

文学部教授

小倉　康嗣
Yasutsugu Ogura

ライフストーリー研究
生の社会学
原爆体験の継承

文学部教授

織田　輝哉
Teruya Oda

理論社会学
合理的選択理論
進化ゲーム理論
社会的公正

計量社会学

法学部教授

烏谷　昌幸
Masayuki Karasudani

政治コミュニケーション
メディア社会学

文学部教授

北中　淳子
Junko Kitanaka

医療人類学
精神医学史
多文化間精神医学

文学部教授

金　柄徹
Byungchul Kim

文化人類学
東アジア地域研究

文学部教授

佐川　徹
Toru Sagawa

文化人類学
アフリカ地域研究

（2026年度参考、2027年度は変更になる場合があります）

　本塾における心理学の講義は1877（明治10）年に始まり、1926（昭和元）年には実験室が開設され、動物実験室は戦後の1952（昭和27）年につく

られています。実験心理学の祖であるヴントがライプツィヒに実験室を創設したのが1879（明治12）年であることを考えれば、慶應義塾における長い

心理学の歴史を感じとることができると思います。創設者の横山松三郎以来、本塾における心理学は様々な変貌を遂げてきましたが、いたずらな思弁を

排した、厳密な実験と徹底的なデータ分析による実証研究の伝統は我々が誇る学風です。本塾では、これまでに多くの優れた心理学者を輩出して

きました。国外で教鞭をとっている者も少なくなく、また、行動薬理学や神経科学などの隣接領域に進出して第一人者になっている者もいます。

　本研究科における心理学専攻は、そのような伝統を踏まえた実験心理学を主とした専攻です。院生は講義・演習の授業に参加するとともに、自ら実験を

行うことにより研鑽を積むことになります。実験は、院生自身のアイディアに基づく修士論文あるいは博士論文の研究と、各指導教授が主宰する研究へ

の参加という2つの形態があり、前者では問題発見能力と独創性を身につけ、後者で様々な技法や、将来自身で研究室を主宰するようになった場合の

研究運営の方法を学びます。つまり、講義・演習を中心とする「知識の習得」と、研究指導を中心とする「技能・方法の習得」の両方にわたる教育が行わ

れています。

　本専攻の実験室は三田・綱町・日吉の3カ所に分かれており、三田では主として人間の認知・行動・発達に関する研究が、大学院実習室では

乳幼児を含める定型発達児、神経発達症児の研究と、発達臨床支援、発達科学、臨床発達心理学の実習と研究が行われています。実習室での

臨床経験によって、臨床発達心理士の取得を目指す学生も多くいます。綱町には動物実験室があり、行動実験・生理実験・薬理実験が、また、

日吉では知覚や認知神経科学などの研究が行われています。主たる研究領域としては、学習心理学、知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生理・

神経心理学があります。

　一方では幅広い視野を養ってもらうために、非常勤講師を招いて、多岐にわたる領域を網羅した講義を行っています。また「心理学コロキウム」と

して、教員、若手研究員、大学院生全員が参加する研究発表の場を設けており、院生が研究をまとめ発展させる上で、貴重な機会となっています。

　さらに、国際的な視野をもって研究を進めてもらうために、国際学会での研究発表や英語論文の執筆が奨励されているだけでなく、機会をとらえて、

海外の著名な学者を特別招聘教授やゲストとして招き、講義や演習、講演会を行っています。

心理学専攻 Psychology

教員紹介
担当者 専門分野

文学部教授

梅田　聡
Satoshi Umeda

認知神経科学
神経心理学
生理心理学
認知心理学

文学部教授

川畑　秀明
Hideaki Kawabata

感性科学
神経美学・実験美学
認知神経科学
知覚・認知心理学

文学部准教授

北　洋輔
Yosuke Kita

発達心理学
臨床発達心理学
障害科学
認知神経科学

（2026年度参考、2027年度は変更になる場合があります）

担当者 専門分野

文学部教授

寺澤　悠理
Yuri Terasawa

感情心理学
認知神経科学
神経心理学

経済学部教授

中野　泰志
Yasushi Nakano

実験心理学
知覚心理学
視覚障害学

文学部教授

皆川　泰代
Yasuyo Minagawa 

認知神経科学
言語心理学
発達心理学
発達認知神経科学

各教員の研究内容等は、慶應義塾研究者情報データベースにてご確認いただけます。
https://www.k-ris.keio.ac.jp/search?m=home&l=ja 

各教員の研究内容等は、慶應義塾研究者情報データベースにてご確認いただけます。
https://www.k-ris.keio.ac.jp/search?m=home&l=ja 
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　社会学研究科教育学専攻修士課程では、2005年度から現職教員を対象とした入学試験を行っています。これは、現職教員の大学院修士
課程における学習の機会を増やすために、大学院修学休業制度（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyuugyou/syuugaku.htm）が
実施されたことに鑑み、積極的に現職教員を受け入れ、教育についての専門的な研究を行うことによって、教員としての資質能力の向上を
図ろうとするものです。就学に際しては、各教育委員会の大学院派遣研修制度や、大学院修学休業制度をご活用ください。
【出願資格】詳細な出願資格については、入学試験要項をご覧ください。
【教育方法】授業は基本的に平日昼間の開講です。ただし、大学院設置基準第14条に定める特例を適用することで、勤務先等の事情で時間
に制約がある学生に対しては、夜間その他特定の時間または時期において授業や研究指導を行う等、柔軟に学習機会を提供しています。一
年間の休業の後、二年次に職場復帰することも可能です。
【修了要件】本研究科は専門職大学院ではなく、いわゆる学術大学院であるため、現職教員枠で入学した場合でも修了に必要な単位数や
修士論文の執筆、与えられる学位などは、大学院社会学研究科教育学専攻修士課程と同じです。
詳細につきましては、履修案内（https://www.students.keio.ac.jp/mt/class/registration/）をご覧ください。
【専修免許の取得】国語科・英語科・社会科・ドイツ語・フランス語・中国語・数学・理科の中学校専修免許状、国語科・英語科・地理歴史科・
公民科・ドイツ語・フランス語・中国語・数学・理科・情報・商業・工業の高等学校専修免許状が取得できます。そのほかの教科・学校種についても、
取得できる場合もありますので、お問い合わせください。
【現職教員枠修了者の主たる勤務地】東京都、埼玉県、群馬県、香川県、鹿児島県、横浜市、そのほか各私立学校

現職教員入学試験について

　社会学研究科実習室（以下、実習室）は、大学院生の実習施設として設立されました。当初は、三田キャンパス内、現在の南館のある場所の
1階に建築された一軒家の建物。これは、臨床心理学研究において、来談者（クライエント）の方と大学生との動線が交差しないよう、プライ
バシーを確保するための配慮でした。
　以来、大学院生の修士論文、博士論文の研究など、教育目的で活発に利用されてきました。設立時から、以下のような研究が、実習室を活用
して行われています。社会学専攻が主導してきた、カウンセリング技法・心理アセスメント技法の習得、パーソナリティ研究、実験社会心理学研究。
心理学専攻が主導してきた、行動修正実習授業、行動療法技法の習得、神経発達症児支援の実践と研究、乳幼児の行動や脳機能の発達
研究。教育学専攻が主導してきた、幼児や成人の知能検査実習、ふたご調査研究、幼児の集団活動研究。
　その後、いくつかの移転を経て、2011年に現在の南別館3階に拠点を構えることになりました。現在の実習室は、集団で子どもたちが遊べる
「プレイルーム」、個別発達支援に利用しやすい「訓練室」、青年や成人の方たちとの面談、聞き取り調査、基礎実験ができる「面談室１」、
「面談室２」からなっています。この他に、近赤外分光法（NIRS）という脳機能計測を行う防音キャビンや研究データの保管のための保管室も
あります。
　プレイルームと訓練室は、ワンウェイミラーで仕切られていて、両室の様子をモニターするための「観察室」があり、相手から意識されずに
データの収集や母子並行面接などが可能になっています。プレイルームと訓練室を観察室からモニターし、映像をデジタル動画として記録する
ことができます。
　また、心理検査、発達検査、言語検査、認知機能検査、運動検査、適応行動検査、ストレス検査など、日本で用いられている検査の多くを
所有しており、大学院生の教育と研究に供しています。
　大学院生の実習時間を確保するため、実習は授業時間以外にも活発に行われています。例えば、2001年から開始された「臨床発達心理士」
（一般社団法人臨床発達心理士認定運営機構）の資格認定には、修士課程での関連分野の単位取得と同時に200時間の実習経験が要件
となっています。実習室での発達支援の実習授業は、資格取得のために不可欠なものです。これまでに大学院生や研究員が、実習室で実習
経験を積み、「臨床発達心理士」の資格を取得し、研究職として、あるいは専門職として発達臨床現場で活躍しています。現在も、多くの大学
院生が取得準備を進めています。
　研究に目を向けると、双生児を対象にした観察・調査研究が進められています。また、乳幼児の神経科学的研究を進める大学院生も増えて
きています。実習室に設置されているNIRS、視線追跡装置、生理計測装置などを用いた実験研究も活発に行われています。また、工学研究
グループと共同で、モーションキャプチャーによる運動、社会的相互作用解析も行われています。
　今後も社会学研究科実習室では、文理融合型の学問の独創性を活かしつつ、大学院生が将来
の研究、実践現場で活躍するための教育基盤をさらに充実させていきます。

社会学研究科  皆川 泰代
（心理学専攻教授・社会学研究科実習室運営委員長）

研究力と実践力を鍛える社会学研究科実習室

　大学院社会学研究科の教育学専攻は、1961（昭和36）年の修士課程開設に始まり、1963（昭和38）年の博士課程設置を経て今日に至って

います。「教育」というと小学校や中学校など、学習者の将来の生活のための一般的な準備を行う機関における教育のことを指すと受けとられがち

ですが、本専攻は開設以来、広く人間形成に関わる様々な営みを、方法的には理論的、歴史的あるいは実証的、実験的に研究すること、またそう

した能力を有する研究者や教育者を育成することを目指して研究・教育を行ってきました。この目的を実現するため、本専攻では教育哲学・教育

思想史、教育史、比較教育学、教育心理学、そして学校教育学などの領域を設けています。

　教育哲学の領域では主として教育理論や研究方法の学理論的考察および欧米の教育思想の研究が、教育史の領域では日本教育史及びフラ

ンスの教育史・教育思想史の研究が含まれます。また、比較教育学の領域では教育制度や政策論、学校教育や高等教育などさまざまな教育問題を、

グローバルな視座から分析することが、主たる研究課題となっています。教育心理学分野では、それぞれの領域での専門的トレーニングと並行して、

人間の高次認知の形成や援助という関心から研究することが中心ですが、それと密接に関連する発達心理学、人間行動遺伝学、パーソナリティ

心理学などとの接点に関する研究も含まれています。そして、学校教育学分野では、学校教育現場における諸課題に対し、理論と実践の関係に

内在する問いとして再解釈したり、実践的な文脈にのせて解決を試みたり、歴史的な挑戦に学びながら読み解いたりといった多様な手法を用いて

アプローチしていきます。学校教育を対象化して、解き明かしたい課題に対する的確な研究方法を用いながら、学校現場と時に協働しながら追究

していきます。

　しかしいずれにしても私達が最も大切だと考えていることは、「教育」という関心と視座から行う人間研究ということです。院生・スタッフともに

この関心を高め共有しあおうとするところに本専攻の特色があります。

　本専攻の授業は、本研究科委員（文学部、教職課程センター所属）が主に担当しますが、それに加えて本塾大学他学部・諸研究所所属の専任

教員、他大学・研究機関所属の非常勤講師が担当することがあります。国際的な研究交流も活発に行われています。授業形態は講義・演習および

実験・実習から成り立っており、とりわけ教育心理学の領域では実験や統計的処理等の学習を通じてこうした研究能力を高めることが期待されて

います。さらに本専攻では、院生を中心に修了生、教授スタッフをメンバーとする教育研究体として三田教育学会を組織し、研究情報の交換や

相互の研鑽を目的に、研究発表会や研究誌の刊行といった活動を行っています。

教育学専攻 Education

教員紹介
担当者 専門分野

文学部教授

綾井　桜子
Sakurako Ayai

教育思想史
フランス教育史

教職課程センター教授

鹿毛　雅治
Masaharu Kage

教育心理学 
動機づけ論 
授業論 
教育評価論 

教職課程センター教授

佐久間　亜紀
Aki Sakuma

教育方法学
教師教育論
アメリカ教育史
女性史

文学部教授

藤澤　啓子
Keiko Fujisawa

教育心理学
発達心理学

担当者 専門分野

教職課程センター教授

藤本　和久
Kazuhisa Fujimoto

教育方法学
カリキュラム論
米国カリキュラム開発史

文学部教授

山梨　あや
Aya Yamanashi

日本教育史、社会教育史

文学部准教授

渡邊　福太郎
Fukutaro Watanabe

教育哲学
教育思想

（2026年度参考、2027年度は変更になる場合があります）

各教員の研究内容等は、慶應義塾研究者情報データベースにてご確認いただけます。
https://www.k-ris.keio.ac.jp/search?m=home&l=ja 
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　台湾を中心としながら東アジア各地で人類学調査を続けてきました。台湾は東アジアにおける民主主義の代表の地位を確立して
いますが、それは新しいものではなく、戦後、ながらく独裁政権下で市民の自由は制限されてきました。
　歴史を振り返ると原住民と呼ばれる先住民族が暮らしていた台湾に徐々に漢民族が移住し、その後も大航海時代にはオランダと
スペインが、アヘン戦争の後にはイギリス、日清戦争の後に日本、戦後は中華民国といったように、新しい支配者が次 と々やってきま
した。そのため、複数の植民経験がミルフィーユのように重なりあって、いろいろな出自の人々が持ち込んださまざまな文化が台湾を
多様性のある色鮮やかな社会にする一方で、その度ごとに熾烈な勢力争いもありました。
　帝国日本による植民地統治、戦後の228事件や国家暴力、1970年代からの民主化運動を経て、2014年のひまわり学生運動と
歴史的な大きな出来事も起き、これらは歴史学や政治学、国際関係学のジャンルで積極的に研究されてきました。
　そして、そこには必ず人々の祈りがありましたが、これまであまり注目されてきませんでした。私はこうした祈りの場に身をおきながら、
人類学的に捉えなおしています。人類学はエスノグラフィという長期間現地で暮らし、そこで出会った人 と々一緒に考えてみるという方法を
用います。祈る人々の息づかいを感じながら同じ場所に寄り添うことで見える世界からこれまでとは違った東アジアの姿を描いていきます。

祈りの場から再考する東アジアの社会と文化

社会学研究科 社会学専攻

藤野 陽平 教授

教員からの研究レポート

感情をめぐる心と脳、身体の関係性
　私たちは、目の前にある状況や、将来の予測、あるいは過去の回想、そして現実感のない空想に対してさえも心を揺さぶられ、その
感覚を感情として理解しています。それでは、感情はどのようにして心に浮かび上がってくるのでしょうか。そして、その個人差はどこから
生まれるのでしょうか。私たちの研究室では、この疑問を心と脳、そして身体の働きの関係性から理解しようと試みています。強い感情を
感じた時に同時に起こる心臓や呼吸などの活動の変化は、心の働きの結果として現れるだけでなく、これらの変化を感じること自体が、
感情そのものの内容や鮮明さに影響を及ぼしている、という仮定のもと、心理学や心の動きに伴う脳活動を観察する認知神経科学の
手法を用いて研究をしています。
　具体的には、不安などの感情を感じやすい人や反対に自分の感情を感じづらい人は、感情に伴う身体反応の感じ方に特徴があるのか、
またその特徴に関連する脳活動があるのか、といったことを調べています。このために、複数の自律神経活動を同時に計測する機械や、
脳活動を観察するための機械などを使用することもあります。また、個人の感情の感じ方の特徴を質問紙や面接を用いて調べ、身体や
脳活動との関係性を見出そうと試みています。最近では、身体反応の感じ方を変化させるトレーニングや、前述の脳活動の変化によって
感情の感じ方や気分状態に変化が生じるのか、といった視点からの研究も行っています。
　心と身体のつながりを科学的な手法を用いて紐解き、その関係性についての理解を少しずつでも進めたいと考えています。

社会学研究科 心理学専攻

寺澤 悠理 教授

　概念は手に取ることも見ることも、実験室に持ち込むことも計測することもできません。それにもかかわらず、私たちの知覚や思考は
概念によって規定されており、さらには新たな概念の誕生によって、私たちの経験の様態は大きく変貌します。哲学的な営みの特徴は、
こうした概念それ自体を考察対象とする点にあると言えるでしょう。
　教育という概念を考察対象にする場合、ある特有の困難が生じます。私たちは自らの経験から、何を「教育」と呼び、何をそう呼ば
ないかを区別しています。「教育問題」をめぐる対立が、しばしば人格間での衝突の様相を呈してしまうのも、個人によって自明視される
教育観の背後に、その人自身の人格形成プロセスが控えているからにほかなりません。このとき、教育概念にあえて限定的な定義を
加え、誰もが合意できる理論を構築することによって、衝突を一時的に回避することもできるでしょう。そのかわり、私たちひとりひとりの
具体的な人格形成のプロセスは捨象されます。これとは逆に、教育概念を拡張する方向へ進むこともできるでしょう。個々人の人生は、
それぞれが教育概念の一側面を照らし出し、ときには概念それ自体に変容をもたらすものとして位置づけられます。
　現在の私は後者の方向性を取っています。教育概念の豊かな含意を明らかにするとともに、新たな方向への拡張可能性を探り続ける
ことが、教育哲学という学問分野に特徴的な営みであると考えています。

教育概念の哲学的分析

社会学研究科 教育学専攻

渡邊 福太郎 准教授

　私たちの研究室は、子どもたちの脳と心の発達を明らかにし、発達障害や学習のつまづきに対する適切な理解と支援を提供することを
目指しています。
　研究室では、この目標に向かって大きく２つのアプローチをとっています。一つは、基礎研究です。子どもの視覚・聴覚・社会性・運動
機能など、さまざまな心的機能を対象に、心理学実験を行っています。実験を通して、それらの機能や背景にある脳機能を分析し、発達
上のつまづきが生じる原因を科学的に解明しています。こうした基礎知見は、子どもやそのご家族にとって直接的なメリットは少ない
です。しかし、データに基づいた知見を提供することで、“努力不足”“ふざけているだけ”といった子どもたちのつまづきに対する誤解や
偏見を取り除き、社会全体の適切な理解につながると考えています。
　もう一つは、臨床活動です。発達上のつまづきのある子どもたちに対するアセスメントと支援を行っています。実際に子どもたちに
接して、知能検査や認知機能検査を行い、それぞれの子どもの特性を把握します。そして、一人ひとりの特性に合わせた支援方法を
提供したり、新たな支援技術を開発しています。活動は、学内では社会学研究科実習室を中心に行い、学外では、医療機関に加え、
園や学校、教育委員会など行政とも協働して行っています。
　これらの研究や活動は決して教員一人ではなし得ないものです。そのため、私たちの研究室は学生や院生が主役であり、これからも
皆さんと一緒に取り組み続けいたいと考えています。

認知発達研究室：発達をささえる脳とこころの研究

社会学研究科 心理学専攻

北 洋輔 准教授

大学院生の声

社会学研究科 心理学専攻 修士課程1年（2025年度現在）

諸星 仁奈

　私は、知的発達症のある成人の認知機能に関心を持ち、大学院に

進学しました。現在は認知発達研究室に所属し、脳波などの生理

指標を用いた基礎研究と、さまざまな発達上のつまずきのある方への

アセスメントや支援といった臨床活動の双方に取り組んでいます。

基礎研究と臨床を並行する日々は決して容易ではありませんが、

課題を設定し、最適な方法を模索しながら実践する点で共通して

おり、自身の成長にもつながる貴重でありがたい時間となっています。

　大学院生活を通して最も実感しているのは、研究は決して一筋縄

ではいかないということです。悩んだり考えたりするだけで時間が

過ぎ、思ったように事を進められない日が多々あります。一見ネガ

ティブに感じますが、研究テーマの課題や自分の未熟さに嫌という

ほど向き合えるくらいに、研究に打ち込める環境が整っている点

こそ本研究科の魅力だと思います。指導教員の手厚いご指導に加え、

他研究室や他大学の先生方との交流や共同研究を通して、多様な

考え方に触れ、多角的に物事を捉える力が鍛えられています。また、

当事者や現場の方々と関わる中で、基礎研究だけでは捉えきれ

ない実践上の課題を知り、自分が何を目指すべきかを常に考えさ

せられます。

　研究のプロセスを通じて、必要な力やノウハウを体系的に身につけ、

研究者として成長していける点が、本研究科の大きな魅力だと感じ

ています。この絶好の環境で、皆さまと共に学び、互いに高めあえ

たら嬉しく思います。

研究に必要な力を体系的に学び、鍛えられる場所
　「教育とは何か」という根源的な問いにどう答えることができるで

しょうか。私は大学入学以前から漠然としたこの問いを抱え続け

ており、大学院では思想史研究の方法を用いて、歴史のなかで

「教育」がどのように構想されてきたのかを探究しています。具体的

には、明治末期から昭和戦前期にかけての日本教育思想史に焦点

を当て、西田幾多郎(1870 -1945)と信州教師との思想的交流を

明らかにするとともに、西田哲学に内在する教育的意義の解明を

目指しています。

　大学院は、このような「問い」を絶えず反省するための環境を提供

してくれます。教育学専攻には哲学・歴史学・心理学・比較教育学

など多岐にわたる領域が存在し、異なる視点が交差する議論を通

じて、様々な刺激を受けることができます。こうした「陶冶」の経験を

重ねるなかで、私は問いを抱くことの価値を再確認し、答えを探究

し続ける姿勢を得ることができました。研究は試行錯誤の連続で

あり、暗闇の中を手探りで進み続けるように、進むべき方向も、到着

点も容易には見通せません。しかし大学院では、自らの問いを探究

し深めると共に、多様な視座に触れることで世界の広がりを知り、

研究が進んでいることを実感できます。

　「問い」とは、興味や関心の表現であり、研究を支える必要不可欠な

原動力だと私は考えています。皆さまと共に、この「問い」をめぐって

議論を交わす日を心より楽しみにしています。

「問い」を抱え続ける

社会学研究科 教育学専攻 博士課程2年（2025年度現在）

本郷 直人
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　社会学研究科では、すべての専攻・分野でそれぞれ優秀な人材を輩出しており、その活躍の場は国内のみにとどまりません。アメリカやカナダを

はじめ各国の大学で教鞭をとりながら、研究に従事している者も数多くいます。以下に各専攻・分野ごとの進路状況を紹介しておきます。

　社会学専攻の社会学分野では大学教員となる者が多く、大学の研究所やシンクタンクに勤務する者もいます。文化人類学・民俗学では、大学教員や

研究所に進むばかりでなく、フィールドワークの技術を買われて外務省、経済協力事業団などに就職する者も少なくありません。コミュニケーション／

マス・コミュニケーション研究および社会心理学はどちらも同様の傾向を示し、後期博士課程修了者は大学教員、修士課程修了者はマスメディア・広

告業などに進む者が目立ちます。

　心理学専攻の場合は、後期博士課程修了者の進路としては大学教員が主流ですが、各分野の専門知識・技術を生かして各種の研究所へ進む者も

数多くいます。研究所の例としては、行動分析学・認知心理学・知覚心理学では労働科学研究所や老人研究所、そして化粧品会社の研究所、人間

工学的な角度から研究を行う自動車関連の研究所など、生物心理学では行動薬理学的研究に従事する製薬会社の研究所などが挙げられます。

また、発達心理学分野では今後、発達障害などに関する知識を生かすことのできる福祉関係分野へ進む者が多くなることが予想されます。

　教育学専攻では、後期博士課程修了者は国公私立の大学・短大教員、教育関連の研究所員が大勢を占めています。修士課程の場合は高等学校

教諭専修免許状などを取得して中等教育機関の教職に就く者が多く、そのほか後期博士課程や外国大学院へ進学する者もいます。また、現職の

教諭が入学して学び、再び教職に戻るといったケースもあります。

　各専攻・コースとも、社会学研究科在学中に海外の大学院へ移って学ぶケースも少なくありません。その多くは2 ～ 3年で本研究科に戻り、海外で

取得した単位を本研究科の取得単位として認定を受け、さらに本研究科で学業を継続しています。最近では協定を結んだ外国大学院でも学位を取

得する、いわゆるダブル・ディグリー制度を活用する学生も出てきています。

社会学研究科修了生の進路

●中国 38名　●大韓民国 3名　●オーストラリア 1名

2025年度 社会学研究科 国・地域別 留学生数

NCD 株式会社、NECソリューションイノベータ株式会社、アクセンチュア株式会社、アバナード株式会社、イーピーエス株式会社

エイベックス株式会社、シミック株式会社、ソニーグローバルソリューションズ株式会社、デロイトトーマツアクト株式会社

フューチャー株式会社、ベース株式会社、レバレジーズ株式会社、楽天グループ株式会社、株式会社 Gakken、株式会社 LITALICO

株式会社 WOWOW、株式会社日本経済新聞社、株式会社博報堂、国立研究開発法人科学技術振興機構、埼玉県

三井住友信託銀行株式会社、三井情報株式会社、三菱地所株式会社、住友生命保険相互会社、東レ株式会社、日本アイ・ビー・エム株式会社

日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社、福井県

社会学研究科修士課程修了者の主な就職先（2022年度～ 2024年度修了者） 

社会学研究科 留学先 国・地域別一覧（2001年 4月入学者から2025年 4月入学者まで）
国・地域別 大学名

アメリカ合衆国
ウィスコンシン大学マディソン校、ワシントン大学、
カリフォルニア州立大学サクラメント校
プリンストン大学

イギリス カーディフ大学
インド ジャワハルラル・ネルー大学

オーストラリア オーストラリア国立大学、メルボルン大学、
南オーストラリア大学

オーストリア ウィーン大学

国・地域別 大学名
大韓民国 ソウル国立大学

スイス ベルン大学

トルコ ボアジチ大学

ドイツ ボーフム・ルール大学、ハレ大学

フランス ニース大学

メキシコ メキシコ大学院大学

学位 進路・留学

修士論文・博士論文のテーマ（最近のものより抜粋）

修士論文 博士論文

社会学専攻
	 ● “見られる”ことの感覚と文化的意味 
		  ― 在日中国人留学生による日中監視文化の比較 ―
	 ●寄宿学校は教育格差を縮小するか 
		  ― CEPS データに基づく実証分析 ―
心理学専攻
	 ●ヒト三次元到達運動における重力利用メカニズムの検討
	 ●身体化が自伝的な痛み記憶に及ぼす影響の検討
教育学専攻
	 ●教師の力量形成における「中年期の危機」と授業の変容 
		  ―石川県公立小学校教師金森俊朗（1946-2020）を事例として―
	 ●野口援太郎における初期教育思想の形成と展開 
		  ――報徳思想の影響を手がかりに――

社会学専攻
	 ●「不可視化」するインフラの社会学：戦後日本の〈エレベーター〉を
		  めぐる開発・設計と維持・補修に注目して
	 ●シニシズムへの抵抗戦略としての物質記号論
		  ――中国広東省梅州市における香花仏教の民族誌
心理学専攻　
	 ●鳥類を用いた優劣順位の行動・生理基盤に関する検証
	 ●ダンスアートにおける美的評価の普遍性と多様性
教育学専攻
	 ●ジョン・デューイの個性論の教育哲学的・思想史的考察
	 ●保育者の適性における機能と形成
		  ――動機づけ理論に基づく検証――

学位授与数［2026年 4月１日現在］

修士 博士

学位年度 社会学 心理学 教育学

2023 16 7 2

2024 15 6 3

2025 19 4 3

学位年度 社会学 心理学 教育学

2023 1 0 1

2024 6 2 3

2025 5 2 4

学位取得のプロセスのモデル
１年生

大学院で学修
現職教員枠

所属校での勤務に復帰、勤務時間外に通学

2年生4
月
●
入
学

4
月
●
進
級

11
月
●
修
士
論
文
題
目
提
出

1
月
●
修
士
論
文
提
出

2
月
●
修
士
論
文
面
接

修
了（
修
士
学
位
取
得
）

修
士
課
程

● 32 単位以上の授業科目を修得
●修士論文の審査に合格

修了要件

１年生 3年生

　
後
期
博
士
課
程

課
程
博
士
学
位
取
得

5
月

2
月

 10
月

〜〜
１篇以上の論文

（査読のあるもの）を
学術雑誌等に発表

研究計画書提出要件の
１篇とは別に

学術雑誌等に論文を発表
予備審査を受け合格

● 20 単位以上の授業科目を修得
●博士論文の審査に合格

修了要件

4
月
●
入
学

	

●
研
究
計
画
書
提
出

	

●
博
士
論
文
を
提
出

	

●
博
士
学
位
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に
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格
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2026 年 4 月１日現在

プログラム名 補助額※ 対象者※

Keio-SPRING 博士後期課程学生支援プロジェクト 最大３年間、年間 220 万円（生活費相当）
研究費 年間 30 万円 等 後期博士課程在籍者

博士課程研究支援プログラム（全塾枠） 1 年度、1 回 20 万円以上 200 万円まで 後期博士課程在籍者
博士課程研究支援プログラム（研究科枠） 1 年度、1 回 10 万円以上 100 万円まで 後期博士課程在籍者
外国語論文校閲費助成 5 万円を上限とし、実費を助成（複数回申請可） 修士課程・後期博士課程在籍者
修士論文校閲費助成 5 万円を上限とし、実費を助成 修士課程在籍者
外国人留学生のためのチューター制度 年度ごとに異なる 修士課程・後期博士課程に在籍する留学生

※補助額、対象者の条件は年度ごとに変更されることがあります。

研究支援

奨学制度・研究支援ほか
社会学研究科 学費 （2026年度参考、2027年度の学費は変更になる場合があります。）
修士課程

合計 在籍基本料 授業料 その他の費用※

1,144,200 円 70,000 円 1,070,000 円 4,200 円

後期博士課程
合計 在籍基本料 授業料 その他の費用※

814,200 円 70,000 円 740,000 円 4,200 円

※「その他の費用」には、学生自治会費、学生健康保険互助組合費を含む。

学費

入学試験要項は、以下のウェブサイトに掲載されております。
【一般入試 修士課程】 https://www.keio.ac. jp/ ja/grad-admissions/masters/hr/
【一般入試 後期博士課程】 https://www.keio.ac. jp/ ja/grad-admissions/doctoral/hr/

過去問題は社会学研究科が開示可能と判断した部分について、以下のウェブサイトで公開しています。
【過去問題閲覧方法】 
（修士課程）https://www.keio.ac. jp/ ja/grad-admissions/masters/past-exams/
（後期博士課程） https://www.keio.ac. jp/ ja/grad-admissions/doctoral/past-exams/

入試要項・過去問題閲覧方法

2027年度 社会学研究科 入試日程一覧 （一般入試）
一般入試 修士 後期博士

出願登録（インターネット） 2026/6/30 ～ 7/10 2026/12/14 ～ 12/24
出願書類の郵送期間 2026/7/7 ～ 7/10 2026/12/21 ～ 12/24

第 1 次試験（筆記試験） 2026/9/9 2027/2/19
第 1 次試験 合格発表 2026/9/10 2027/2/19

第 2 次試験（口頭試問） 2026/9/11 2027/2/20
合格発表 2026/9/11 2027/2/20

入学手続期間 2027/3/1 ～ 3/5

入試日程・入試データ

後期博士課程
2024 年度 2025 年度 2026 年度

専攻 定員 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者
社会学 6 3 2 7 5 8 5

心理学 2 4 2 6 6 8 7

教育学 3 1 1 4 1 3 1

社会学研究科 志願者・合格者数 （過去3年間の一般入試、外国人留学生入試の総計です。）
修士課程

2024 年度 2025 年度 2026 年度
専攻 定員 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

社会学 25 137 22 110 20 110 24

心理学 5 16 8 16 8 12 6

教育学※ 10 17 4 10 4 16 7

※現職教員枠を含む

※外国人留学生入試は、2024 年度から一般
入試に統合されました。

2026 年 4月１日現在※Ηヴィレッジ以外の学生寮は、入寮時に別途清掃維持管理費20,000円がかかります。なお、家賃は必要に応じて改定されることがあります。

　慶應義塾大学に在学する外国人留学生（在留資格が「留学」）を対象に、年2回留学生宿舎の入居者を募集しています。募集案内は1月と7月に上記
ウェブサイトに掲載します。入居時期は3月下旬または9月中旬で入居期間は最長1年（2学期間）です。ただし、湘南藤沢キャンパス周辺の学生寮については、
条件を満たした学生は審査のうえ入居期間の延長が認められることがあります。

留学生宿舎 https://www.ic.keio.ac. jp/intl_student/housing/ryu_boshu.html

【三田・日吉キャンパス周辺の学生寮】
宿舎名 居室タイプ 寮費※ 個室の広さ 最寄り駅

下田学生寮 個室 75,000円 16㎡ 東急・横浜市営地下鉄 日吉駅 徒歩 13 分 
綱島学生寮 個室 108,000円 15.99 〜17.22㎡ 東急 綱島駅 徒歩 7 分／東急 新綱島駅 徒歩 9 分 
プラム・イズ 個室 80,000円 18㎡ JR 新川崎駅 徒歩 16 分
大森学生寮 個室 95,000円 12.28㎡ 京急 梅屋敷駅 徒歩 12 分／JR 他 蒲田駅 徒歩 15 分
元住吉宿舎 個室 92,000円 23.5㎡ 東急 元住吉駅 徒歩 10 分／東急・横浜市営地下鉄 日吉駅 徒歩 8 分 
日吉国際学生寮 ユニット式（1ユニット＝4 個室＋共用施設） 94,000円 ユニット64.44㎡、うち個室部分9.25 〜10.21㎡ 東急・横浜市営地下鉄 日吉駅 徒歩 18 分／日吉キャンパス 徒歩 10 分

綱島 SST 国際学生寮 個室 107,000円 17.40 〜18.85㎡ 東急 綱島駅 徒歩 10 分／東急 新綱島駅 徒歩 10 分 
東急・横浜市営地下鉄 日吉駅 徒歩 15 分 

元住吉国際学生寮 個室 100,000円 14.06 〜14.17㎡ 東急 元住吉駅 徒歩 8 分

高輪国際学生寮 個室 97,000円 12.43 ～13.24㎡ 都営他 泉岳寺駅 徒歩7分／JR 高輪ゲートウェイ駅 徒歩11分
東京メトロ他 白金高輪駅 徒歩 14 分 

【湘南藤沢キャンパス周辺の学生寮】
宿舎名 居室タイプ 寮費※ 個室の広さ 最寄り駅

湘南藤沢国際学生寮 個室 64,500円 14.47 ～ 14.72㎡ 小田急他 湘南台駅下車 バス慶応大学行き 10 分
Η（イータ）ヴィレッジ ユニット式（1ユニット＝5 個室＋共用施設） 78,000円 ユニット 82.62㎡、うち個室部分 8.38㎡ 小田急他 湘南台駅下車 バス慶応大学行き 10 分
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　成績・人物ともに優秀な学生で、研究の意欲を持ちながらも、経済的な理由により修学が困難な学生を対象に、慶應義塾大学大学院では、次のような
奨学制度を設けています。詳しくは、本学ウェブサイトをご覧ください。
　・日本国籍等の学生対象：https://www.students.keio.ac. jp/com/scholarships/apply/form.html
　・外国人留学生対象：https://www.ic.keio.ac. jp/intl_student/scholarship/intl_student.html

大学院向け奨学制度

※1 対象者の「日本国籍等の学生」には、外国籍の場合、永住者・定住者等の在留資格を有する者を含む。また、「外国人留学生」とは、在留資格「留学」を有する者。
※2 原則、修士課程は2年間、博士課程・専門職学位課程は3年間を上限とする。ただし、給付期間内に給付時の在籍課程の学位を取得した場合はその取得時まで、標準修業年限を

終える場合は標準修業年限を終える時までとする。

上記以外に「慶應義塾大学教育ローン制度」が設置されています。
＜慶應義塾大学教育ローン制度＞ 学生または保護者などが、提携先金融機関から学費を借り入れる学費ローンです。融資条件等は金融機関により異なり、申請は大学を通さず
直接金融機関で行っていただきます。

日本学生支援機構「特に優れた業績による奨学金返還免除」修士課程内定制度については下記ウェブサイトご参照下さい。 
https://www.students.keio.ac.jp/com/scholarships/mmenjo.html
 金額等については変更することもあります。詳細は本学ウェブサイトで確認して下さい。

奨学金名 種別 金額（前年度実績） 対象者（※１） 期間

学

内

慶應義塾大学大学院奨学金 給付 年額500,000円または600,000円（金額は研究科で異なる） 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

慶應義塾大学修学支援奨学金 給付 学費の範囲内（平均支給額：年額約 300,000 円） 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

研究のすゝめ奨学金
（申請時期・条件等は研究科で異なる） 給付 年額300,000円・500,000円・700,000円（金額は研究科で異なる） 研究科で異なる 1 年

小泉信三記念大学院特別奨学金 給付 月額 30,000 円 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

未来先導国際奨学金（入学前申請） 給付 学費全額、生活費月額 200,000 円
渡航費補助を含む留学準備一時金 150,000 円 外国人留学生 ※２

各種指定寄付奨学金
（詳細は上記ウェブサイトをご参照下さい。） 給付 年額 100,000 円〜学費の範囲内 日本国籍等の学生

外国人留学生 1 年

学

外

日本学生支援機構奨学金
第一種奨学金（貸与無利子） 貸与 修士課程 月額 50,000 円または 88,000 円

後期博士課程 月額 80,000 円または 122,000 円 日本国籍等の学生 標準修業年限

日本学生支援機構奨学金
授業料後払い制度（貸与無利子） 貸与 授業料相当額の奨学金：最大 776,000 円に保証料相当額を加えた金額

生活奨学金：20,000円、40,000円から選択（希望者のみ）
日本国籍等の学生

（修士課程のみ） 標準修業年限

日本学生支援機構奨学金
第二種奨学金（貸与無利子） 貸与 月額50,000円・80,000円・100,000円・130,000円・150,000円

（金額は本人が選択） 日本国籍等の学生 標準修業年限

文部科学省外国人留学生学習奨励費 給付 月額 48,000 円 外国人留学生 1 年以内
民間団体・地方公共団体の各種奨学金

（詳細は上記ウェブサイトをご参照下さい。）
給付
貸与 奨学団体の規定による 日本国籍等の学生

外国人留学生 奨学団体による



Access Information

交通アクセス
● JR 山手線・京浜東北線 田町駅下車（徒歩８分）　●都営浅草線・都営三田線 三田駅下車（徒歩７分）　●都営大江戸線 赤羽橋駅下車（徒歩８分）

主要駅からのアクセス
JR 山手線（渋谷・品川方面行）

所要時間約 25 分
新宿駅 田町駅

JR 山手線・京浜東北線 

所要時間約 10 分
東京駅 田町駅

慶應義塾大学
三田キャンパス

南別館

A10出口

A3出口

正門

北門

東門
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都営三田線

都営大江戸線
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線
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至 目黒

至 品川至 五反田
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至 日比谷

至 新橋
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至 六本木
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慶應義塾
女子高等学校
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駅

三田
駅

田町
駅

赤羽橋駅
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